
令和８年度 ダム貯水状況 今後の予定について 

 

ダムの貯水状況について（６月１日現在） 

・ 風連ダム貯水率  ７８．２％（前年比 ＋３．３％ ５ヶ年平均比 －１．８％） 

・ 御料ダム貯水率  ５５．３％（前年比 ＋５．６％ ５ヶ年平均比 －６．２％） 

 

今後の予定 

・ ダムの貯水率は平年以下であり、現在の通水を継続すると最短で６月２８日前後

に渇水となる恐れがあります。 

・ また、通常の番水を実施した場合でも、７月１２日前後に渇水となる恐れがあるこ

とから、ダムごとに貯水量を確保できる方式で番水を実施します。 

 

御料ダム（中央、北東支線エリア）・・・通常どおり番水を実施（２日停水２日通水） 

風連ダム（日進支線エリア）・・・２日ごとに通水する路線を切り替え 

 

詳細は、以下の資料をご確認ください。 

- 裏面：「令和 8年度 通水日程表」 

- 別添：「令和 8年度 6月番水（節水）期 通水経路図（風連ダム系統路線）」 

 

・ 上記の節水対策を講じた場合、渇水予定日を７月１２日から７月２３日まで延長で

きる見込みです。 

 

・ ７月２日以降の通水については、今後の降雨量や流入量の状況を踏まえ、各支線

組合長（中央・北東・日進）との協議の上で決定いたします。 

 

・ ７月２日以降の降雨が見込めない場合は、ダム流入量が減少していくと考えられ

るため、予定よりも早く渇水になる可能性もあります。 

 

番水期間中の留意事項について 

・ 大雨等の気象状況、ダム貯水状況により日程を変更する場合があります。 

・ 変更する場合は支線組合長（中央・北東・日進）へ事前に了承を頂いた上で行いま

す。 

・ その他、本日程表はてしおがわ土地改良区のホームページ上にも掲載しますの

で、お知らせを確認願います。 

 

【てしおがわ土地改良区 HP】  https://www.teshiogawa-lid.com 

https://www.teshiogawa-lid.com/


令和８年度　通水日程表（６月８日～７月１日）

風連ダム 御料ダム

6月1日 月

6月2日 火 日進支線エリア 中央支線、北東支線エリア

6月3日 水 操作時刻　８：００～９：００ 操作時刻　９：００～

6月4日 木

6月5日 金 １系統路線 ： ６幹線、５幹線用水路

6月6日 土

6月7日 日

6月8日 月 １系統　通水（２系統停水） 停水日

6月9日 火

6月10日 水 ２系統　通水（１系統停水） 通水日

6月11日 木

6月12日 金 １系統　通水（２系統停水） 停水日

6月13日 土

6月14日 日 ２系統　通水（１系統停水） 通水日

6月15日 月

6月16日 火 １系統　通水（２系統停水） 停水日

6月17日 水

6月18日 木 ２系統　通水（１系統停水） 通水日

6月19日 金

6月20日 土 １系統　通水（２系統停水） 停水日

6月21日 日

6月22日 月 ２系統　通水（１系統停水） 通水日

6月23日 火

6月24日 水 １系統　通水（２系統停水） 停水日

6月25日 木

6月26日 金 ２系統　通水（１系統停水） 通水日

6月27日 土

6月28日 日 １系統　通水（２系統停水） 停水日

6月29日 月

6月30日 火 ２系統　通水（１系統停水） 通水日

7月1日 水

・　風連ダム水系は　別添「令和8年度6月番水（節水）期　通水経路図」より、系統別の通水を行います。

・　御料ダム水系は　上表のとおり番水（2日停水、2日通水）を行います。

・　共通通水は、両日の通水経路や、還元水使用路線となるため両日の通水を行います。

・　通水、停水操作は主に９：００から開始しますが、日進エリアの切り替え作業は８：００～９：００の間で

　　行います。分水管理について、ご理解とご協力をお願いいたします。

※　７月以降の通水については、今後の降雨量や流入量の状況を踏まえ、各支線組合長との協議の上

で決定いたします。

日付

２系統路線 ： ダム直下、４幹線、５幹線支線用
水路



yamashita
タイプライタ
令和８年度６月番水（節水）期　通水経路図
（風連ダム系統路線）

yamashita
四角形

yamashita
タイプライタ
１系統通水

yamashita
タイプライタ
２系統通水

yamashita
タイプライタ
共通通水

yamashita
直線

yamashita
直線

yamashita
直線

yamashita
四角形

yamashita
四角形

yamashita
四角形

山下宏之
タイプライタ
※　原則　１系統・２系統２日ずつ交代で通水します。


